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分散型 EL パ ネ ル に お け る マ ト リ ク ス 駆動特性
高橋 潤 ， 平野 裕司 ， 柴 田 幹，
岡 田 裕之， 女川 博義
1 . 緒 言
現在， ワ ー プ ロ やパ ソ コ ン の小 型化， 軽量化 に 伴 い 液品 デ ィ ス プ レ イ が使用 さ れ る よ う に な り ， そ
の パ ッ ク ラ イ ト と し て で は あ る が 分 散 型 EL が 実 用 化 さ れ る に 至 っ て い る 。 一 般 に EL ( Electro. 
1 uminescence ) と は 蛍 光体物質 に 電 界 を 印加 し た と き に 発光す る 「 真性 ELJ と ， 電極 よ り キ ャ リ ア
を 注入 し て 発光 さ せ る 「電荷注 入 ELJ の 2 種類 が あ る 。 分散型 EL は 前者 に あ た り ， 誘電体中 に 蛍光
体 を 分散 さ せ交流電圧 で駆動す る 。 こ の素子の特徴 は 低価格， 大画面化が容易， フ レ キ シ ブル化が可
能 な ど であ り ， 面光源 と し て は 様々 な 応 用 が考 え ら れ る 。
本研究 で は こ の 様 な 分散型 E L を 自 発光型 デ ィ ス プ レ イ に 応用 す る こ と を 目 標 と し て お り ， 実際に
分散型 EL パ ネ ル の マ ト リ ク ス 駆動特性 を 明 ら か に す る こ と で， あ ら ゆ る 方 向 か ら の ア プ ロ ー チ に よ


























































































































2 . 実 験
V pos = 1 8 0 v  
V 伺・g - - 1 2 0 V
Vcc = 6 0  V 
V n・9 V PO$ 
図 1 基 本 フホ ロ ッ ク 図
69 
富 山 大学工学部紀要第46巻 1995 
TH
A 
AC N DT E A Lrーいl同」 入 力 入 力[L C L K 』
L .  E N A 









図 2 タ イ ミ ン グチ ャ ー ト
ス パ ネ ル を 駆動す る マ ト リ ク ス ド ラ イ パ を 製作 し た 。 図 1 に そ の 回 路の 基 本 ブ ロ ッ ク 図， 図 2 に タ イ
ミ ン グチ ャ ー ト を 示 す 。 今 回 用 い た IC は TI ( Texas Instruments ) 製 の 交 流薄 膜 EL 用 高耐圧 オ ー
プ ン ド レ イ ン 型 ド ラ イ ノ 大 SN75551 ( 行側 ) ， SN75553 (桁側 ) で あ り ， 出 力 耐圧 は そ れ ぞ、れ225 V ，
70 V で あ る 。 "行" 側 の GND 系 と "桁" 側 の GND 系 は 分 離 し て ， "行" 側 の GND 系 を コ ン ポ ジ ッ
ト ・ ロ ウ ・ ド ラ イ パの 出 力 端 に 接続 し ， フ ロ ー テ ィ ン グ状態 で使用す る o ":f1T " 側 の GND 系 は ， コ ン
ト ロ ー ル ・ ロ ジ ッ ク 系 の GND 系 と 共通 に す る 。 "1-γ， ialj の コ ン ト ロ ー ル信号 は ， コ ン ト ロ ー ル系 の
GND と 電位が 異 な る た め ， フ ォ ト ・ カ ブ ラ を 用 い て 信号 を 伝達す る 。 ま た ， デー タ 信号は コ ン ポ ジ
ッ ト ・ ロ ウ ・ ド ラ イ パの 振幅 を 利用 し て 作 る 。 コ ン ポ ジ ッ ト ・ ロ ウ ・ ド ラ イ パは Vpos レ ベ ル， Vneg 
レ ベ ル に 出 力 端 の 電位 を 振 り ， 同 時 に 正， 負 の チ ャ ー ジ を 逃がす役割 を す る 。 こ こ で Vpos は 1 フ レ
ー ム に 1 度 だ け 印加す る 正 の パ ル ス で あ り ， そ の 後 Vneg で 1 ラ イ ン づっ 負 のパルス で走査 し て い く 。
ま た 選択点 と 非選択 点 の 電位差 は ， 桁側 か ら の 正 の竜位 Vcc で決 ま る 。
2 . 3  マ ト リ ク ス パ ネ ル の構造
図 3 に マ ト リ ク ス パネ ルの構造 を 示 す 。 エ ッ チ ン グ を 施 し た ITO 付 き ガ ラ ス 基板上に 発光層 を ス ク
リ ー ン 印刷 し ， 凹 凸 を な く す た め 溝 に パ イ ン ダ ( シ ア ノ エ チ ル ポパー ト ) を 塗布す る 。 表面が平 ら に
な っ た ら エ ッ チ ン グ し た 背面電極 を ， カ、 ラ ス 基板 の ITO と 交差す る よ う に 熱圧着す る 。
図 3 ? ト リ ク ス パ ネ ル の構造
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図 4 背面電極の違 い に よ る 輝度 の 比較
3 . 実 験 結 果 ト豆、と
3 . 1 マ ト リ ク ス パ ネルの最適化
従来我々 は ， ITO 付 き ガ ラ ス 基 板 と 背 面 電 極 の
ITO フ ィ ル ム の 聞 に 発光層 を 挟 ん で、マ ト リ ク ス パネ
ル を 製作 し て き た が， ITO フ ィ ルム の シ ー ト 抵抗 は
350.Q /口 と 高か っ た 。 今回， 低抵抗化 を 狙い 背面電
極 と し て ア ル ミ シ ー ト ( 膜厚70μm ) を 入 手 し パ ネ
ル を 製作 し た 。 図 4 に 背面電極の違 い に よ る マ ト リ
ク ス パ ネ ル の 電庄 一 輝度特性 を 示す 。 A l 背面電極
の 採用 に よ り ， 発光輝度 を 約 3 倍 向 上で き た 。
次 に ， パ ネ ル膜厚の検討 を 行 っ た 。 結果 を 図 5 に
示す。 検討 し た 膜厚 は ， 100μm と 50μm で あ る 。 パ
ネ ルの 薄膜化 に よ っ て 同 一電圧 での 発光輝度 を 3 倍
以上向上で き た 。
こ の 様 な パネ ル を 顕微鏡観察 し た と こ ろ ， 蛍光体
の密度が非常 に 疎 で あ り ， 1 ピ ク セ ル は 一様 に 光 つ
て な か っ た 。 そ こ で発光部の轍密化 を 狙 い ， パ イ ン
ダ に 分散 さ せ る 蛍光体の 濃度 を か え た 。 図 6 に 単一
セ ル で測定 し た ， 蛍光体の 濃度変化 に 対す る 電圧 一
輝度特性 を 示す 。
濃度 を 67wt % か ら 91wt%へ と 変 え る こ と で特性の
向 上が見 ら れ， 91wt % 以 上 で、は ほ と ん ど特性に 変化 。
は な か っ た 。 ス ク リ ー ン 印刷の容易 き を考 え ， 91wt% 
の 濃度 が最適 と 判 断 し た 。 ま た ， 周 波数 に よ る 電庄










図 5 膜厚 の違 い に よ る 輝度 の 比較
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図 6 蛍光体濃度の違 い に よ る 輝度 の 比較
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図 7 周 波数 に よ る 電圧 一 輝度特性
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図 8 印加ノ f ル ス 波形
と で100 V 印加 時 の 発光輝度 は 50cd/m 2 と な っ た 。
以上， 電極の低抵抗化， 薄 膜化， 蛍光体濃度 の最
適化 を 総合 し て ， 従来の約20倍 の 発光輝度 を 実現 し
た 。
3 . 2  ド ラ イ パの 出 力 パ ル ス の最適化
以上の よ う に 改善 き れ た パネ ル を 用 い ， パ ネ ル の
電 圧 輝度特性 の パル ス 幅依存性 を 測定 し た 。 そ の
時 の パ ル ス の 波形 を 図 8 に ， 特性 を 図 9 に 示す 。 図
8 に お け る P.W ( Pulse Width ) の値 と 周 波数 ( =
1 / ( 1 period ) ) を 変化 さ せ た 。
図 9 よ り ， 発光輝度 は パル ス 幅 に 比例 し て 増 大 し
て い く こ と カf わ か る 。
マ ト リ ク ス 駆動 では パル ス 幅 を 大 き く す る と フ レ
ー ム 周 波数が小 き く な る た め ， 実 際 の 駆 動 に は 約
100μsec の パルス 幅 に 固 定 し た 。
3 . 3  パ ネ ル の マ ト リ ク ス 駆動特性
こ れ ま での 結果 を ふ ま え て ド ラ イ パ と パネ ル を 接
続 し ， 実際に マ ト リ ク ス 駆動 を 行 っ た 。 フ レ ー ム 周
波数 は 200Hz で選択 点 の 輝度 を 測定 し た 。 そ の結果
を 図 10 に ， コ ン ト ラ ス ト 比 を 図 1 1 に 示す 。 こ れ よ り
輝度 と コ ン ト ラ ス ト は 逆比例 の 関係 に あ る こ と が わ
か る 。 ま た ， Vpos = 50 [V] ， Vneg 二 一 50 [V] ， Vcc = 
50[V] の 時 の 表示 ノ f タ ー ン を 図 12 に 示す 。 コ ン ト ラ
ス ト ， 表示 の 均一性等， 課題は 多 い が， 選択， 非選
択 の 区別が可能 な マ ト リ ク ス 駆動 が で き た 。
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図 9 発光輝度 の パル ス 幅依存性
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図 1 1 分散型 EL の マ ト リ ク ス 駆動特性
高橋 ・ 平 野 ・ 柴 田 ・ 向 田 ・ 女 ) 1 1 : 分散型 EL パネ ルに お け る マ ト リ ク ス 駆動特性
4 . 結論 と 今後 の 課題
分散型 EL パ ネ ルの構造 と ， ド ラ イ パ を 最適化 し
マ ト リ ク ス 駆動 を 実現 し た 。 し か し な が ら ， コ ン ト
ラ ス ト 比 は 最大2 . 6程度 と 悪 〈 改善の余地が あ る 。
こ れ を 改善す る た め に は ， 電圧 一 輝度特性 を さ ら に
急峻 に す る 必要が あ る 。 具体的 な 方法 と し て は ， 誘
電率の 大 き な パ イ ン 夕、、の 使用 ， 印加パル ス 波 形 の最
適化， ア ク テ ィ ブ素子 の 挿 入 な ど が考 え ら れ る 。
蛍光体粉末本来 の 電圧 輝度特性 は 初期的実験 よ
り ， 現状の パ ネ ル と 比較 し て は る か に 良 い と 考 え ら
れ る 。 そ の特性 を 引 き 出 す こ と が フ ラ ッ ト パネ ルデ
ィ ス プ レ イ 実現の指標 で あ る 。
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Matrix Driving Characteristics of Dispersion-Type Electroluminesccnt Panel 
Jun Takahashi， Yuuj i Hirano， Miki Shibata， 
H iroyuki Okada and Hiroyoshi Onnagawa 
Matrix driving characteristics of dispersion-type electroluminescent panel is studied. We have 
investigated the influence of electrode resistance， panel thickness， concentration of fluorescent 
material， and pulse-width of the waveform on panel brightness. We succeeded in fabrication 
and driving of the 32 x 321ines matrix panel using a computer controlled matrix driving circuit. 
〔 英文和訳〕
分散型 E L パ ネ ル に お け る マ ト リ ク ス 駆動特性
高橋 潤 ， 平 野 裕 司 ， 柴 田 幹，
岡 田 裕之， 女 川 博義
分散型 EL 素子 の マ ト リ ク ス 駆動特性 の 検討 を 行 っ た 。 ま ず， 電極 の低抵抗化， 模厚 ・ 蛍光体濃度
の 最適化， 及 び発光輝度 の パル ス 幅依存性 を 検討 し た 。 そ の最適化結果 を 用 い ， コ ン ビ ュ ー タ 制御マ
ト リ ク ス ド ラ イ パ駆動 に よ り ， 32 X 32 ラ イ ン の パ ネ ル試作 ・ パ タ ー ン 表示 に 成功 し た 。 ( 現時 点 での
コ ン ト ラ ス ト 比は 2 : 1 程度 ( @ 7cd/m2 ) と 悪 し 電圧 一 輝度特性 の 急峻性 の 改善が課題 であ る 。)
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